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• 淘汰圧 
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概要 



グレート・バリア・リーフ 

グレート・バリア・リーフ地域の
主な生息環境 表2.1 

生息地の種類 面積の割合 

サンゴ礁 

海草、砂州、砂または
泥の海底 
（水深200m以下） 

大陸棚（水深200～1,000m） 

深海（水深1,000m以上） 
 

島嶼 

グレート・バリア・リーフ 
主要な生物学的環境 

グレート・バリア・リーフ海洋公園の境界 

 
 
 

ラグーン 

サンゴ礁域 

大陸棚 



Source: Robin Beaman, JCU 

例 GBR北部沿岸 





Values of the Great 
Barrier Reef 
無類の国際的価値 
世界遺産 
海洋公園 
観光 – ~57億ドル + 
 
 
 
 
 
レジャーで訪れた人1,400万人 
観光客200万人 
雇用 – 68,000人 
生態系関連サービス- $?  



生態系の役割 

Courtesy of Russell Kelley and ACRS 

レッドエンペラーのグレート・
バリア・リーフまでの旅を追跡 

流域 

入り江 

海草 

島巡り 

サンゴ礁間の植物 

深海の草地 

サンゴ礁 



淘汰圧の影響 

• 気候変動 

• 水質低下 

• 沿岸開発  

• 漁業・狩猟 

生
物
の
多
様
性 

生
態
系
の
役
割 

人
的
価
値 



気候変動 

・・ 
・ 

未来・・・ 
グレート・バリア・リーフ北部 

サンゴの白化発現域 

温
度

 

年 



1998 

45%  

影響なし 

50%  

白化 

5% 損傷 

35%  

影響無し 

60%  

白化 

5% 損傷 

2002 

観察されたグレート・バリア・
リーフへの影響 



フットプリントの累積記録 

グレート・バリア・リーフ内で、 
4/5レベルのサイクロン（2005-2011） 
プリューム噴出（1991-2010） 

プリューム噴出頻度 

・非常に高い 

・高い 

・中程度 

サイクロンの風力階級 

・非常に破壊的 

・破壊的 

・強風・暴風 

凡例 

・サイクロンの進路 

・GBRMPの境界 ・サンゴ礁の範囲 



写真提供：CQ環境/GKIリゾートPty Ltd. 

水質：洪水の影響 
 
 
 



グレート・バリア・リーフ
の水質のリスク 

設計図面 
計画目的のみ 

・非常に高い 

・高い 

・中程度 

・低い 

・非常に低い 

・グレート・バリア・リーフ地帯 
および世界遺産区域の境界線 

・サンゴ礁 

・グレート・バリア・リーフの 
流域境界線 

・河川 

水質リスク指標 
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水質勾配に伴うサンゴ礁群集の変化 

Source: Fabricius et al. 2005 



沿岸開発 

1914 





• 保護種やその他管理対象
である種の偶発的捕獲 

• （捕獲の）非標的種または
放流した種の死傷 

• 密漁 

• 魚類の産卵群集 

• 頂点捕食者(例、 サメ)の 
除去 

 

 

漁業リスク 



管理対応: 

新たなゾーニング・プラン 



生物の多様性を保護 



管理対応: 

サンゴ礁水質保全計画 

 



What is being done about 
the risks? 

• オーストラリア国家及びクイーンズランド州政府  
– GBRに流入する水質の低下を阻止し改善を目指
す 

• 2008年のリーフ・レスキューにつながる 
パートナーシップ 

• GBR水質ガイドライン 

• 規則を含めサンゴ礁計画を改正 

• 行動や目標について地域機関/カウンシルと連携 

• 「パドック・ツゥー・リーフ」モニタリング、モデリング、
レポーティングの総合プログラム 

 

 
2009-10年の成果の初期徴候 
• 栄養分の4%減少 
• 堆積物の3%減少 
• 殺虫剤の8%減少 

水質低下の対策 



累積する影響 
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管理対応: 

気候変動行動計画 



Climate change 
回復力を向上させる順応的管理 



目的 

1. 科学的な方向付け 

2. 回復力に富むGBRの 
生態系 

3. 産業と地域社会の順応 

4. 気候フットプリントの低減 



• 早期警告システム 

• アセスメントとモニタリング 

• コミュニケーション 



GBRMPAサンゴ礁の健全化
対応計画 
 

対応計画の重要項目 
 

年間（日常業務） 
事象発生時（緊急業務） 
 

事象対応フレームワーク 

アセスメントと 
モニタリング 

早期警告システム 
・気象予報 
・ストレス要因 

（例：海水温度）の近リアル
タイム・モニタリング 

・サンゴ礁の状態や影響の
程度を定期的に報告する 
モニタリング・ネットワーク 

管理行動 
 

生態学的 
社会生態学的 
部門別 

コミュニケーション 
 

利害関係者 
政策立案者 
メディア 



因襲的な 
所有者 

観光業者 

水産業者 

地域社会 

計画から行動へ 



• ストランディング・プログラムの拡大 

• 衝突を最小限に抑える“ゴー・スロー”運動 

• 因襲的な所有者による狩猟の縮小 

• 網漁の管理見直し 

 

 

対応: ジュゴンとウミガメの 
死亡率を低下させる 



• 新規および変更を加えた小島の地図作成 

• 島のインフラの修復や再建 

• 有害生物の検出と管理を拡充 

対応: 
島嶼の復元 



対応: 
水槽飼育 

水深1mの塩度とケッペル諸島サンゴ礁の健全度 
2011年3月1日-6月30日 



•RHISに基づく水槽飼育の 
モラトリアム 
•第一段階は2011年7月-10月 

現在も有効….. 

対応: 
水槽飼育 

プロビジョンリーフ社の自主的な採集停止エリア 
2011年7月-10月 



海中公園観光業者協会によるオニヒトデ
管理プログラム 

 
目的:  
• 観光地に及ぼす影響の低減  
• 損傷したサンゴ礁の復元支援 

 

対応:  
オニヒトデ 



 

 

• 観光 

• リーフ・ガーディアン 

パートナーシップ 



  

健全な生態系がオーストラリアを支える 

 

• 観光: 

• 年間の旅行者数は、約180万人日、210万人の旅客乗り換え 

• 57億ドルの付加価値と64,000FTEの雇用創出 

• 環境マネージメント・チャージ（7-800万ドル）をGBRMPA予算の16-20%に充当 

 

 

 

 

グレート・バリア・リーフの観光:  
パートナーシップの取り組み 



管理の行き届いた観光の便益  
 

• 観光業界との建設的で順応性の高い 
開かれたパートナーシップ 

• 観光業者が世界遺産エリアの魅力を紹介 

• 業界と業者が海洋公園の心強い擁護者 

• 観光が海洋公園の管理に貢献 



高規格観光プログラム 

• 独立的な認定業者 

• 認定業者に対する恩恵の拡充 

• 環境、社会、文化的持続性の水準を 
継続的に改善 
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2004-2010年に高規格認定観光事業で 

グレート・バリア・リーフを訪れた旅行者の割合 

Full Day
“このロゴと解説プログラムで、私たちは明らかに 

市場で優位な立場を得て、「グリーン」プロダクトへの
高まる需要に応えています” 

Jordic Pellefigue, Pro Dive Cairns  

終日 



サンゴ礁を監視 

 

何を監視するのか? 
• サンゴ礁の健康指標 

• 象徴的、指標となる生物や保護種の 
存在と発生量 

• 異常現象 

プログラム・パートナー 
• 観光業者 

• サンゴ礁研究者 

• GBRMPA 
 



リーフ・ガーディアン 
スチュワードシップのコンセプト 
 

• リーフ・ガーディアン・スクールを中心に 

2003年に創設 

• 完全自主性を重んじる 

• 参加への資金援助無し 

• 積極的な行動変化の促進と育成を支援し、 

優れた環境活動の模範となるのが目的 

• これは、スチュワードシップを理解するプログラム

であり、エコ認定プログラムとは異なる。 
 



重要項目の見直しと  
新しい挑戦… 
 

2010年に以下の目的で短期資金を配分: 

• スクールとカウンシルによる既存の 
リーフ・ガーディアン・プログラムの強化      

• 農業、漁業、観光業の運営者に対する 
機会の充実 

2003年にスクール、2007年にカウンシルを開設 



私たちの取り組み 

 サンゴ礁の主要リスクに取り組む活動を中心とした既存および
新規プログラムの定着  

  

土地管理 (生物の多様性を含む) 

水質管理 

廃棄物管理 

気候変動 

地域社会の教育や知識の共有 

   新規プログラムの徹底的な展開 

  - 産業を守る業界と共に 

 
 



リーフ・ガーディアン・カウンシル 

バンダバーグからクックタウンに
至る海岸沿いのカウンシル全て
を対象とするプログラムに 
13カウンシルが参加  

総面積317,271 km2 で、 
合わせて約90万の人口が対象 



リーフ・ガーディアン・スクール 

  開設から現在で11年目 
グレート・バリア・リーフの流域にある293校で
115,000人以上の生徒と教師が参加  

サンゴ礁への主要リスクを中心にカリキュラム
の単位構成 
各学校で以下の項目に関する1,600以上の 
プロジェクトを展開 

• 廃棄物管理 
• 水質管理 
• 生物の多様性/土地管理 
• 気候変動 

 



リーフ・ガーディアン・ファーマー/
グレイザー 

サトウキビ, バナナ,牧畜 

農業経営、産業、地域社会、グレート・バリア・リーフの 
保全に熱心で前向きな考えを持っている。 
 

合わせて20軒の農業経営者と牧畜業者が、リーフ・ガーディアン・
ファーマー/グレイザーとして承認されている。 



リーフ・ガーディアン・フィッシャー  

リーフ・ガーディアン・ネット・フィッシャー・パイロット 
プログラムの展開について網漁の漁業者と協議 

電子データ収集のオプションを現在検証中 

リーフ・ライン漁業者、海水魚・サンゴ水槽飼育者の 
11人がリーフ・ガーディアン・フィッシャーとして 
承認されている。 



リーフ・ガーディアン… 

地域社会を基盤とするリーフ・ガーディアン・スチュワードシップ・
プログラムの重要性！ 

 
 
 
 
 

グレート・バリア・リーフの真価が認められ 
また、 

海洋公園の管理運営を支援する上で必要とされる 
地域社会の活動を重視し 

今後直面する困難をも乗り越えられるよう 
参加者達は重要な役割を演じている。 

 
 



２つの評価 

クイーンズランド州政府 

グレート・バリア・リーフ沿岸域  

戦略的評価 

GBRMPA  

グレート・バリア・リーフ地域 

戦略的評価 

      世界遺産エリアの  

     海洋管理に向けた整備 

         
 

 

土地利用計画: 

- 都市開発 

- 産業の発展 

- 港湾開発 
 

船舶 

影響の累積 

水質 

島嶼管理 

戦略的評価 



ありがとうございます 


